
放射性同位元素等車両運搬規則に関するチェックリスト（例） 

（Ｌ型輸送物のみを運送する事業者用。平成２０年１２月時点） 

 

１．積載方法（放射性同位元素等車両運搬規則第四条） 

□ 放射性輸送物の積込み又は取卸しを、安全性が損なわれないよう行っているか。 

□ 放射性輸送物を、運搬中において移動、転倒、転落等により安全性が損なわれない

よう積載しているか。 

□ 放射性輸送物を、関係者以外の者が通常立ち入る場所に積載していないか。 

 

２．混載制限（放射性同位元素等車両運搬規則第五条） 

□ 熱放出率が１５Ｗ／㎡を超える放射性輸送物は、他の貨物と混載していないか。 

□ 火薬等危険物（※１）と混載していないか。 

 

３．標識又は表示（放射性同位元素等車両運搬規則第八条） 

□ 国際輸送が行われる輸送物については、荷送人若しくは荷受人の氏名又は名称及び

住所並びに国連番号が表示されていることを確認しているか。 

□ 総重量が５０キログラムを超える輸送物については、総重量が表示されていること

を確認しているか。 

 

４．車両に係る線量当量率等（放射性同位元素等車両運搬規則第十条） 

□ 車両に係る線量当量率及び汚染を測定又は評価し、規制値を超えないことを確認し

ているか。（※２） 

 

５．放射線防護計画（放射性同位元素等車両運搬規則第十五条の三） 

□ 放射線防護計画が定められているか。 

 

６．教育及び訓練（放射性同位元素等車両運搬規則第十五条の四） 

□ 必要な教育及び訓練が実施されているか。 

 

７．報告徴収（放射性同位元素等車両運搬規則第二十二条） 

□ 紛失等の際に関係省庁（※３）へ連絡する体制が整っているか。 

 

 



（※１）放射性輸送物と混載してはいけない物 

一 火薬類取締法 （昭和二十五年法律第百四十九号）第二条第一項 に規定する火薬類及び

同条第二項 に規定するがん具煙火  

二 高圧ガス保安法 （昭和二十六年法律第二百四号）第二条 に規定する高圧ガス（消火器

に封入したものを除く。）  

三 揮発油、アルコール、二硫化炭素その他の引火性液体で引火点が五十度（専用積載の場

合にあつては、八十五度）以下のもの  

四 塩酸、硫酸、硝酸その他の強酸類で酸の含有量が体積百分率で十パーセントを超えるも

の  

五 一～四に掲げるもののほか、放射性輸送物の安全な運搬を損なうおそれのある物質 

 

（※２）具体的な規制値 

・ 車両の表面（車両が開放型のものである場合にあっては、その外輪郭に接する垂直面及び車

体の底面）の線量当量率 → 最大線量当量率が２ミリシーベルト毎時  

・ 車両の前面、後面及び両側面（車両が開放型のものである場合にあっては、その外輪郭に接

する垂直面）から１メートル離れた位置の線量当量率 → 最大線量当量率が１００マイク

ロシーベルト毎時 

・ 車両による運搬に従事する者が通常乗車する場所の線量当量率 → 最大線量当量率が２０

マイクロシーベルト毎時  

・ 車両の表面の汚染 → α線を放出する放射性同位元素については、０．４ベクレル／ｃｍ
２、α線を放出しない放射性同位元素については、４ベクレル／ｃｍ２ 

 

（注）なお、例えば、「荷送人若しくは元請けが線量当量率を測定しており、それ以降で線量当

量率が増加する要因がないことが明らかである」といった場合など、規制値を満足することが

明らかである場合には、下請け事業者は実際に線量当量率等を測定することを要しない。 

 

（※３） 

○放射性同位元素等車両運搬規則第２２条に基づき、国土交通省に報告が必要。なお、その他に

も、盗取、所在不明の場合には、放射同位元素等による放射線障害の防止に関する法律第３２

条に基づき、警察官又は海上保安官に、同法施行規則第３９条に基づき、文部科学大臣に報告

が必要。 

●国土交通省自動車交通局技術安全部環境課連絡先 

電話： 03-5253-8111（内線 42-513）、直通 03-5253-8603 

FAX： 03-5253-1639 

担当者携帯電話：090-7845-0226、090-7845-0214 
 

（注）本チェックリスト（例）は、国土交通省自動車交通局技術安全部環境課が、運送事業者の

セルフチェック用に作成したもの。各項目の内容は、放射性同位元素等車両運搬規則の条項の

うち、Ｌ型輸送物を運送する際に遵守すべき主要なものについてチェックリスト用に文言を修

正したものであり、厳密な法令解釈等を記載したものではないことに留意すること。 


